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(57)【要約】
　本開示のいくつかの例示的な実施形態は、チャネル状
態フィードバックおよび／またはＴＰ選択のための、複
数の送信ポイント（ＴＰ）からのチャネル状態情報基準
信号（ＣＳＩ－ＲＳ）のジョイント送信のための技法を
提供する。例示的な方法は、概して、ユーザ機器（ＵＥ
）にチャネル状態情報基準信号（ＣＳＩ－ＲＳ）をジョ
イント送信するために１つまたは複数の他のＴＰと協調
することと、ＵＥに報告制限をシグナリングすることと
、ジョイント送信されたＣＳＩ－ＲＳに基づきおよび報
告制限に従う、ＵＥからのプリコーディング行列インジ
ケータ（ＰＭＩ）フィードバックを受信することと、Ｐ
ＭＩフィードバックに基づいて、サービスすべきＴＰの
うちの１つまたは複数を選択することとを含む。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　送信ポイント（ＴＰ）によるワイヤレス通信のための方法であって、
　ユーザ機器（ＵＥ）にチャネル状態情報基準信号（ＣＳＩ－ＲＳ）をジョイント送信す
るために１つまたは複数の他のＴＰと協調することと、
　前記ＵＥに報告制限をシグナリングすることと、
　前記ジョイント送信されたＣＳＩ－ＲＳに基づきおよび前記報告制限に従う、前記ＵＥ
からのプリコーディング行列インジケータ（ＰＭＩ）フィードバックを受信することと、
　前記ＰＭＩフィードバックに基づいて、サービスすべき前記ＴＰのうちの１つまたは複
数を選択することと
を備える、方法。
【請求項２】
　前記報告制限は、前記ＵＥによって報告されたＰＭＩが送信ポイント選択に変換され得
るようなＰＭＩコードブック制限を備える、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　他の送信ポイントからの報告が必要とされる場合、前記コードブック制限を修正するこ
とをさらに備える、請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記報告制限が、いくつかの周期報告モードを構成することによるＰＭＩ報告に対する
さらなる制限を備える、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記協調することが、ＴＰ上で前記ジョイント送信されたＣＳＩ－ＲＳの送信電力を協
調させることを備える、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記協調することが、
　仮想アンテナポートマッピングを決定することを備え、ここにおいて、前記複数の送信
ポイントの各々が、非同一ＰＭＩ／ＣＱＩフィードバックを可能にするように構成された
異なるアンテナポートマッピングを有する、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　第１の送信ポイントに対応するフィードバックの周期報告と、ＴＰ選択ならびに前記第
１の送信ポイントおよび少なくとも第２の送信ポイントについてのＰＭＩ／ＣＱＩフィー
ドバックに対応する非周期報告と、のために前記ＵＥを構成すること
をさらに備える、請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　前記第２の送信ポイントは、前記第２の送信ポイントがベストセルに対応することを示
すフィードバックに基づいて選択される、請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　前記複数の送信ポイントのうちの少なくとも１つが１つのアンテナを有し、前記仮想ア
ンテナポートマッピングが少なくとも２ポートマッピングを備える、請求項６に記載の方
法。
【請求項１０】
　前記複数の送信ポイントのうちの少なくとも１つが少なくとも２つのアンテナを有する
、請求項６に記載の方法。
【請求項１１】
　前記仮想アンテナポートマッピングが４ポートマッピングまたは８ポートマッピングの
うちの少なくとも１つを備える、請求項１０に記載の方法。
【請求項１２】
　前記仮想アンテナポートマッピングは、単一の行列と、異なる送信ポイントに対応する
フィードバックが、ある周期報告モードにおいて強制され得るようなＰＭＩ制限の１つま
たは複数のセットと、を備える、請求項６に記載の方法。
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【請求項１３】
　送信ポイント（ＴＰ）によるワイヤレス通信のための装置であって、
　　ユーザ機器（ＵＥ）にチャネル状態情報基準信号（ＣＳＩ－ＲＳ）をジョイント送信
するために１つまたは複数の他のＴＰと協調することと、
　　前記ＵＥに報告制限をシグナリングすることと
　を行うように構成された送信機と、
　前記ジョイント送信されたＣＳＩ－ＲＳに基づきおよび前記報告制限に従う、前記ＵＥ
からのプリコーディング行列インジケータ（ＰＭＩ）フィードバックを受信するように構
成された受信機と、
　前記ＰＭＩフィードバックに基づいて、サービスすべき前記ＴＰのうちの１つまたは複
数を選択するように構成されたプロセッサと
を備える、装置。
【請求項１４】
　前記報告制限は、前記ＵＥによって報告されたＰＭＩが送信ポイント選択に変換され得
るようなＰＭＩコードブック制限を備える、請求項１３に記載の装置。
【請求項１５】
　前記プロセッサは、他の送信ポイントからの報告が必要とされる場合、前記コードブッ
ク制限を修正するようにさらに構成された、請求項１４に記載の装置。
【請求項１６】
　前記報告制限が、いくつかの周期報告モードを構成することによるＰＭＩ報告に対する
さらなる制限を備える、請求項１３に記載の装置。
【請求項１７】
　前記協調することが、ＴＰ上で前記ジョイント送信されたＣＳＩ－ＲＳの送信電力を協
調させることを備える、請求項１３に記載の装置。
【請求項１８】
　前記協調することが、
　仮想アンテナポートマッピングを決定することを備え、ここにおいて、前記複数の送信
ポイントの各々が、非同一ＰＭＩ／ＣＱＩフィードバックを可能にするように構成された
異なるアンテナポートマッピングを有する、請求項１３に記載の装置。
【請求項１９】
　前記送信機が、
　第１の送信ポイントに対応するフィードバックの周期報告と、ＴＰ選択ならびに前記第
１の送信ポイントおよび少なくとも第２の送信ポイントについてのＰＭＩ／ＣＱＩフィー
ドバックに対応する非周期報告とのために前記ＵＥを構成するようにさらに構成された、
請求項１８に記載の装置。
【請求項２０】
　前記第２の送信ポイントは、前記第２の送信ポイントがベストセルに対応することを示
すフィードバックに基づいて選択される、請求項１９に記載の装置。
【請求項２１】
　前記複数の送信ポイントのうちの少なくとも１つが１つのアンテナを有し、前記仮想ア
ンテナポートマッピングが少なくとも２ポートマッピングを備える、請求項１８に記載の
装置。
【請求項２２】
　前記複数の送信ポイントのうちの少なくとも１つが少なくとも２つのアンテナを有する
、請求項１８に記載の装置。
【請求項２３】
　前記仮想アンテナポートマッピングが４ポートマッピングまたは８ポートマッピングの
うちの少なくとも１つを備える、請求項２２に記載の装置。
【請求項２４】
　前記仮想アンテナポートマッピングは、単一の行列と、異なる送信ポイントに対応する
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フィードバックが、ある周期報告モードにおいて強制され得るようなＰＭＩ制限の１つま
たは複数のセットとを備える、請求項１８に記載の装置。
【請求項２５】
　送信ポイント（ＴＰ）によるワイヤレス通信のための装置であって、
　ユーザ機器（ＵＥ）にチャネル状態情報基準信号（ＣＳＩ－ＲＳ）をジョイント送信す
るために１つまたは複数の他のＴＰと協調するための手段と、
　前記ＵＥに報告制限をシグナリングするための手段と、
　前記ジョイント送信されたＣＳＩ－ＲＳに基づきおよび前記報告制限に従う、前記ＵＥ
からのプリコーディング行列インジケータ（ＰＭＩ）フィードバックを受信するための手
段と、
　前記ＰＭＩフィードバックに基づいて、サービスすべき前記ＴＰのうちの１つまたは複
数を選択するための手段と
を備える、装置。
【請求項２６】
　ユーザ機器（ＵＥ）にチャネル状態情報基準信号（ＣＳＩ－ＲＳ）をジョイント送信す
るために１つまたは複数の他のＴＰと協調することと、
　前記ＵＥに報告制限をシグナリングすることと、
　前記ジョイント送信されたＣＳＩ－ＲＳに基づきおよび前記報告制限に従う、前記ＵＥ
からのプリコーディング行列インジケータ（ＰＭＩ）フィードバックを受信することと、
　前記ＰＭＩフィードバックに基づいて、サービスすべき前記ＴＰのうちの１つまたは複
数を選択することと
を行うための命令を備える、非一時的コンピュータ可読媒体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
関連出願の相互参照
　[0001]本出願は、その全体がともに参照により本明細書に組み込まれる、２０１４年１
月３１日に出願された米国仮特許出願第６１／９３４，６９６号、および２０１５年１月
２７日に出願された米国特許出願第１４／６０６，７５７号の利益を主張する。
【０００２】
　[0002]本開示のいくつかの態様は、一般にワイヤレス通信に関し、より詳細には、送信
ポイント（ＴＰ：transmission point）選択および／または選択されたＴＰについてのチ
ャネル状態フィードバックのための、複数のＴＰからのチャネル状態情報基準信号（ＣＳ
Ｉ－ＲＳ：channel state information reference signal）のジョイント送信のための技
法に関する。
【背景技術】
【０００３】
　[0003]ワイヤレス通信ネットワークは、音声、ビデオ、パケットデータ、メッセージン
グ、ブロードキャストなどの様々な通信サービスを提供するために広く展開されている。
これらのワイヤレスネットワークは、利用可能なネットワークリソースを共有することに
よって複数のユーザをサポートすることが可能な多元接続ネットワークであり得る。その
ような多元接続ネットワークの例としては、符号分割多元接続（ＣＤＭＡ）ネットワーク
、時分割多元接続（ＴＤＭＡ）ネットワーク、周波数分割多元接続（ＦＤＭＡ）ネットワ
ーク、直交ＦＤＭＡ（ＯＦＤＭＡ）ネットワークおよびシングルキャリアＦＤＭＡ（ＳＣ
－ＦＤＭＡ）ネットワークがある。
【０００４】
　[0004]ワイヤレス通信ネットワークは、いくつかのユーザ機器（ＵＥ）のための通信を
サポートすることができるいくつかの基地局を含み得る。ＵＥは、ダウンリンクおよびア
ップリンクを介して基地局と通信し得る。ダウンリンク（または順方向リンク）は基地局
からＵＥへの通信リンクを指し、アップリンク（または逆方向リンク）はＵＥから基地局
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への通信リンクを指す。
【０００５】
　[0005]基地局は、ＵＥにダウンリンク上でデータおよび制御情報を送信し得、および／
またはＵＥからアップリンク上でデータおよび制御情報を受信し得る。ダウンリンク上で
は、基地局からの送信は、近接の基地局からの送信による干渉を観測することがある。ア
ップリンク上では、ＵＥからの送信は、ネイバー基地局と通信している他のＵＥからの送
信に対して干渉を引き起こすことがある。干渉は、ダウンリンクとアップリンクの両方で
性能を劣化させることがある。
【発明の概要】
【０００６】
　[0006]本開示のいくつかの態様は、多地点送信を実行するための技法、対応する装置、
およびプログラム製品を提供する。
【０００７】
　[0007]本開示のいくつかの態様は、多地点通信を実行する方法を提供する。本方法は、
概して、ユーザ機器（ＵＥ）にチャネル状態情報基準信号（ＣＳＩ－ＲＳ）をジョイント
送信するために１つまたは複数の他のＴＰと協調することと、ＵＥに報告制限をシグナリ
ングすることと、ジョイント送信されたＣＳＩ－ＲＳに基づきおよび報告制限に従う、Ｕ
Ｅからのフィードバックを受信することと、フィードバックに基づいて、サービスすべき
ＴＰのうちの１つを選択することとを含む。選択されたＴＰについてのチャネル状態フィ
ードバックも、ジョイント送信されたＣＳＩ－ＲＳに基づくＵＥからのフィードバックか
ら導出され得る。
【０００８】
　[0008]本開示のいくつかの態様はまた、上記で説明した方法を実行するための様々な装
置およびプログラム製品を提供する。
【０００９】
　[0009]上記および関係する目的を達成するために、１つまたは複数の態様は、以下で十
分に説明され、特に特許請求の範囲で指摘される特徴を備える。以下の説明および添付の
図面は、１つまたは複数の態様のいくつかの例示的な特徴を詳細に示している。ただし、
これらの特徴は、様々な態様の原理が採用され得る様々な方法のうちのほんのいくつかを
示すものであり、この説明は、すべてのそのような態様およびそれらの均等物を含むもの
とする。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】[0010]本開示のいくつかの態様による、ワイヤレス通信ネットワークの一例を概
念的に示すブロック図。
【図２】[0011]本開示のいくつかの態様による、ワイヤレス通信ネットワークにおけるフ
レーム構造の一例を概念的に示すブロック図。
【図２Ａ】[0012]本開示のいくつかの態様による、ロングタームエボリューション（ＬＴ
Ｅ（登録商標））におけるアップリンクのための例示的なフォーマットを示す図。
【図３】[0013]本開示のいくつかの態様による、ワイヤレス通信ネットワーク中のユーザ
機器デバイス（ＵＥ）と通信しているノードＢの一例を概念的に示すブロック図。
【図４】[0014]本開示のいくつかの態様による、多数のセルからのジョイント送信をもつ
例示的な多地点協調（ＣｏＭＰ：coordinated multipoint）クラスタを示す図。
【図５】[0015]単一の送信ポイントからの単一のチャネル状態情報基準信号（ＣＳＩ－Ｒ
Ｓ）の例示的な送信を示す図。
【図６】[0016]複数の送信ポイントからの別個のＣＳＩ－ＲＳの例示的な送信を示す図。
【図７Ａ】[0017]本開示の一態様による、複数の送信ポイントからのジョイントネゴシエ
ートされたＣＳＩ－ＲＳの例示的な送信を示す図。
【図７Ｂ】本開示の一態様による、複数の送信ポイントからのジョイントネゴシエートさ
れたＣＳＩ－ＲＳの例示的な送信を示す図。
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【図８】[0018]本開示の一態様による、ＵＥをサービスすべき送信ポイントを選択するた
めの、ＣＳＩ－ＲＳと報告制限とをＵＥにジョイント送信するために送信ポイントによっ
て実行され得る例示的な動作を示す図。
【図９】[0019]本開示の一態様による、２送信アンテナ、４ポートＣＳＩ－ＲＳ構成での
報告されたＰＭＩインデックスのための例示的な送信ポイントおよびコードブックインデ
ックス選択を示す図。
【図１０】[0020]本開示の一態様による、２送信アンテナ、８ポートＣＳＩ－ＲＳ構成で
の報告されたＰＭＩインデックスのための例示的な送信ポイントおよびコードブックイン
デックス選択を示す図。
【図１１】[0021]本開示の一態様による、４送信アンテナ構成での報告されたＰＭＩイン
デックスのための例示的な送信ポイントおよびコードブックインデックス選択を示す図。
【図１２】[0022]本開示の一態様による、強制報告構成でのインデックスの報告されたセ
ットのための例示的な送信ポイントおよびコードブックインデックス選択を示す図。
【図１３】[0023]本開示の一態様による、ＰＵＣＣＨモード１－１、サブモード２での強
制報告のための例示的な送信ポイントおよびコードブックインデックス選択を示す図。
【図１４Ａ】[0024]本開示の一態様による、異なるＰＭＩ制限セットを用いた強制報告の
ための例示的な送信ポイントおよびコードブックインデックス選択を示す図。
【図１４Ｂ】本開示の一態様による、異なるＰＭＩ制限セットを用いた強制報告のための
例示的な送信ポイントおよびコードブックインデックス選択を示す図。
【図１５Ａ】[0025]本開示の一態様による、異なるランクとＰＭＩ制限セットとを用いた
強制報告のための例示的な送信ポイントおよびコードブックインデックス選択を示す図。
【図１５Ｂ】本開示の一態様による、異なるランクとＰＭＩ制限セットとを用いた強制報
告のための例示的な送信ポイントおよびコードブックインデックス選択を示す図。
【図１５Ｃ】本開示の一態様による、異なるランクとＰＭＩ制限セットとを用いた強制報
告のための例示的な送信ポイントおよびコードブックインデックス選択を示す図。
【図１５Ｄ】本開示の一態様による、異なるランクとＰＭＩ制限セットとを用いた強制報
告のための例示的な送信ポイントおよびコードブックインデックス選択を示す図。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　[0026]本開示の態様は、レガシーデバイスによる多地点送信をサポートするために使用
され得る単一のＣＳＩ－ＲＳを構成するための技法を提供する。
【００１２】
　[0027]多地点送信は、複数の送信ポイントからＵＥへのデータの送信と、複数の送信ポ
イントにおけるＵＥからのデータの受信とを可能にする。多地点送信は、多地点送信のた
めにコンカレントに構成され得る複数のチャネル状態情報基準信号（ＣＳＩ－ＲＳ）の使
用によってサポートされ得る。より新しいデバイスは、複数のＣＳＩ－ＲＳを使用する多
地点送信を可能にする送信モードをサポートし得るが、レガシーデバイスは、２つ以上の
ＣＳＩ－ＲＳを構成することをサポートしない送信モードのみをサポートし得る。
【００１３】
　[0028]本明細書で説明する技法は、ＣＤＭＡ、ＴＤＭＡ、ＦＤＭＡ、ＯＦＤＭＡ、ＳＣ
－ＦＤＭＡおよび他のネットワークなど、様々なワイヤレス通信ネットワークのために使
用され得る。「ネットワーク」および「システム」という用語は、しばしば互換的に使用
される。ＣＤＭＡネットワークは、ユニバーサル地上波無線アクセス（ＵＴＲＡ：Univer
sal Terrestrial Radio Access）、ｃｄｍａ２０００などの無線技術を実装し得る。ＵＴ
ＲＡは、広帯域ＣＤＭＡ（ＷＣＤＭＡ（登録商標））およびＣＤＭＡの他の変形態を含む
。ｃｄｍａ２０００は、ＩＳ－２０００、ＩＳ－９５、およびＩＳ－８５６規格をカバー
する。ＴＤＭＡネットワークは、モバイル通信用グローバルシステム（ＧＳＭ（登録商標
）：Global System for Mobile Communications）などの無線技術を実装し得る。ＯＦＤ
ＭＡネットワークは、発展型ＵＴＲＡ（Ｅ－ＵＴＲＡ：Evolved UTRA）、ウルトラモバイ
ルブロードバンド（ＵＭＢ）、ＩＥＥＥ８０２．１１（Ｗｉ－Ｆｉ（登録商標））、ＩＥ
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ＥＥ８０２．１６（ＷｉＭＡＸ（登録商標））、ＩＥＥＥ８０２．２０、Ｆｌａｓｈ－Ｏ
ＦＤＭ（登録商標）などの無線技術を実装し得る。ＵＴＲＡおよびＥ－ＵＴＲＡは、ユニ
バーサルモバイルテレコミュニケーションシステム（ＵＭＴＳ）の一部である。３ＧＰＰ
（登録商標）ロングタームエボリューション（ＬＴＥ）およびＬＴＥアドバンスト（ＬＴ
Ｅ－Ａ）は、Ｅ－ＵＴＲＡを使用するＵＭＴＳの新しいリリースである。ＵＴＲＡ、Ｅ－
ＵＴＲＡ、ＵＭＴＳ、ＬＴＥ、ＬＴＥ－ＡおよびＧＳＭは、「第３世代パートナーシップ
プロジェクト」（３ＧＰＰ：3rd Generation Partnership Project）と称する団体からの
文書に記載されている。ｃｄｍａ２０００およびＵＭＢは、「第３世代パートナーシップ
プロジェクト２」（３ＧＰＰ２：3rd Generation Partnership Project 2）と称する団体
からの文書に記載されている。本明細書で説明する技法は、上記のワイヤレスネットワー
クおよび無線技術、ならびに他のワイヤレスネットワークおよび無線技術のために使用さ
れ得る。明快のために、本技法のいくつかの態様について以下ではＬＴＥに関して説明し
、以下の説明の大部分でＬＴＥ用語を使用する。
例示的なワイヤレスネットワーク
　[0029]図１に、本開示の態様が実行され得る、ＬＴＥネットワークであり得るワイヤレ
ス通信ネットワーク１００を示す。たとえば、発展型ノードＢ１１０は、送信ポイント選
択のために単一のチャネル状態情報基準信号（ＣＳＩ－ＲＳ）を構成および使用するため
の図８に示す動作８００、ならびに／あるいは本明細書で説明する技法のための他のプロ
セスまたは技法を指示または実行するように構成され得る。
【００１４】
　[0030]図示のように、ワイヤレスネットワーク１００は、いくつかの発展型ノードＢ（
ｅＮＢ）１１０と他のネットワークエンティティとを含み得る。ｅＮＢは、ユーザ機器デ
バイス（ＵＥ）と通信する局であり得、基地局、ノードＢ、アクセスポイントなどと呼ば
れることもある。各ｅＮＢ１１０は、特定の地理的エリアに通信カバレージを提供し得る
。３ＧＰＰでは、「セル」という用語は、この用語が使用されるコンテキストに応じて、
ｅＮＢのカバレージエリアおよび／またはこのカバレージエリアをサービスしているｅＮ
Ｂサブシステムを指すことがある。
【００１５】
　[0031]ｅＮＢは、マクロセル、ピコセル、フェムトセル、および／または他のタイプの
セルに通信カバレージを提供し得る。マクロセルは、比較的大きい地理的エリア（たとえ
ば、半径数キロメートル）をカバーし得、サービスに加入しているＵＥによる無制限アク
セスを可能にし得る。ピコセルは、比較的小さい地理的エリアをカバーし得、サービスに
加入しているＵＥによる無制限アクセスを可能にし得る。フェムトセルは、比較的小さい
地理的エリア（たとえば、自宅）をカバーし得、フェムトセルとの関連付けを有するＵＥ
（たとえば、限定加入者グループ（ＣＳＧ：Closed Subscriber Group）中のＵＥ、自宅
内のユーザのためのＵＥなど）による制限付きアクセスを可能にし得る。マクロセルのた
めのｅＮＢは、マクロｅＮＢ（すなわち、マクロ基地局）と呼ばれることがある。ピコセ
ルのためのｅＮＢは、ピコｅＮＢ（すなわち、ピコ基地局）と呼ばれることがある。フェ
ムトセルのためのｅＮＢは、フェムトｅＮＢ（すなわち、フェムト基地局）またはホーム
ｅＮＢと呼ばれることがある。図１に示された例では、ｅＮＢ１１０ａ、１１０ｂ、およ
び１１０ｃは、それぞれマクロセル１０２ａ、１０２ｂ、および１０２ｃのためのマクロ
ｅＮＢであり得る。ｅＮＢ１１０ｘは、ピコセル１０２ｘのためのピコｅＮＢであり得る
。ｅＮＢ１１０ｙおよび１１０ｚは、それぞれフェムトセル１０２ｙおよび１０２ｚのた
めのフェムトｅＮＢであり得る。ｅＮＢは、１つまたは複数の（たとえば、３つの）セル
をサポートし得る。
【００１６】
　[0032]ワイヤレスネットワーク１００はまた、中継局を含み得る。中継局は、上流局（
たとえば、ｅＮＢまたはＵＥ）からデータおよび／または他の情報の送信を受信し、その
データおよび／または他の情報の送信を下流局（たとえば、ＵＥまたはｅＮＢ）に送る局
である。中継局はまた、他のＵＥに対する送信を中継するＵＥであり得る。図１に示され
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た例では、中継局１１０ｒは、ｅＮＢ１１０ａとＵＥ１２０ｒとの間の通信を容易にする
ために、ｅＮＢ１１０ａおよびＵＥ１２０ｒと通信し得る。中継局は、リレーｅＮＢ、リ
レーなどと呼ばれることもある。
【００１７】
　[0033]ワイヤレスネットワーク１００は、様々なタイプのｅＮＢ、たとえば、マクロｅ
ＮＢ、ピコｅＮＢ、フェムトｅＮＢ、リレーなどを含む異種ネットワーク（ＨｅｔＮｅｔ
）であり得る。これらの様々なタイプのｅＮＢは、様々な送信電力レベル、様々なカバレ
ージエリア、およびワイヤレスネットワーク１００中の干渉に対する様々な影響を有し得
る。たとえば、マクロｅＮＢは、高い送信電力レベル（たとえば、２０ワット）を有し得
るが、ピコｅＮＢ、フェムトｅＮＢ、およびリレーは、より低い送信電力レベル（たとえ
ば、１ワット）を有し得る。
【００１８】
　[0034]ワイヤレスネットワーク１００は同期動作または非同期動作をサポートし得る。
同期動作の場合、ｅＮＢは同様のフレームタイミングを有し得、異なるｅＮＢからの送信
は近似的に時間的に整合され得る。非同期動作の場合、ｅＮＢは異なるフレームタイミン
グを有し得、異なるｅＮＢからの送信は時間的に整合されないことがある。本明細書で説
明する技法は、同期動作と非同期動作の両方のために使用され得る。
【００１９】
　[0035]ネットワークコントローラ１３０は、ｅＮＢのセットに結合し、これらのｅＮＢ
の協調および制御を提供し得る。ネットワークコントローラ１３０は、バックホールを介
してｅＮＢ１１０と通信し得る。ｅＮＢ１１０はまた、たとえば、ワイヤレスバックホー
ルまたはワイヤラインバックホールを介して直接または間接的に互いに通信し得る。
【００２０】
　[0036]ＵＥ１２０は、ワイヤレスネットワーク１００全体にわたって分散され得、各Ｕ
Ｅは固定または移動であり得る。ＵＥは、端末、移動局、加入者ユニット、局などと呼ば
れることもある。ＵＥは、セルラーフォン、携帯情報端末（ＰＤＡ）、ワイヤレスモデム
、ワイヤレス通信デバイス、ハンドヘルドデバイス、ラップトップコンピュータ、コード
レスフォン、ワイヤレスローカルループ（ＷＬＬ）局、タブレットなどであり得る。ＵＥ
は、マクロｅＮＢ、ピコｅＮＢ、フェムトｅＮＢ、リレーなどと通信することが可能であ
り得る。図１において、両矢印付きの実線は、ダウンリンクおよび／またはアップリンク
上での、ＵＥと、そのＵＥをサービスするように指定されたｅＮＢであるサービングｅＮ
Ｂとの間の所望の送信を示す。両矢印付きの破線は、ＵＥとｅＮＢとの間の干渉する送信
を示す。いくつかの態様では、ＵＥは、ＬＴＥリリース１０ＵＥを備え得る。
【００２１】
　[0037]ＬＴＥは、ダウンリンク上では直交周波数分割多重化（ＯＦＤＭ）を利用し、ア
ップリンク上ではシングルキャリア周波数分割多重化（ＳＣ－ＦＤＭ）を利用する。ＯＦ
ＤＭおよびＳＣ－ＦＤＭは、システム帯域幅を、一般にトーン、ビンなどとも呼ばれる複
数（Ｋ）個の直交サブキャリアに区分する。各サブキャリアはデータで変調され得る。概
して、変調シンボルは、ＯＦＤＭでは周波数領域で、ＳＣ－ＦＤＭでは時間領域で送られ
る。隣接するサブキャリア間の間隔は固定であり得、サブキャリアの総数（Ｋ）はシステ
ム帯域幅に依存し得る。たとえば、Ｋは、１．２５、２．５、５、１０、または２０メガ
ヘルツ（ＭＨｚ）のシステム帯域幅に対してそれぞれ１２８、２５６、５１２、１０２４
、または２０４８に等しくなり得る。システム帯域幅はまた、サブバンドに区分され得る
。たとえば、サブバンドは１．０８ＭＨｚをカバーし得、１．２５、２．５、５、１０、
または２０ＭＨｚのシステム帯域幅に対してそれぞれ１、２、４、８、または１６個のサ
ブバンドがあり得る。
【００２２】
　[0038]図２に、ＬＴＥにおいて使用されるフレーム構造を示す。ダウンリンクの送信タ
イムラインは無線フレームの単位に区分され得る。各無線フレームは、所定の持続時間（
たとえば、１０ミリ秒（ｍｓ））を有し得、０～９のインデックスをもつ１０個のサブフ
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レームに区分され得る。各サブフレームは２つのスロットを含み得る。したがって、各無
線フレームは、０～１９のインデックスをもつ２０個のスロットを含み得る。各スロット
は、Ｌ個のシンボル期間、たとえば、（図２に示されているように）ノーマルサイクリッ
クプレフィックスの場合はＬ＝７個のシンボル期間、または拡張サイクリックプレフィッ
クスの場合はＬ＝６個のシンボル期間を含み得る。各サブフレーム中の２Ｌ個のシンボル
期間は０～２Ｌ－１のインデックスを割り当てられ得る。利用可能な時間周波数リソース
はリソースブロックに区分され得る。各リソースブロックは、１つのスロット中でＮ個の
サブキャリア（たとえば、１２個のサブキャリア）をカバーし得る。
【００２３】
　[0039]ＬＴＥでは、ｅＮＢは、ｅＮＢ中の各セルについて１次同期信号（ＰＳＳ：prim
ary synchronization signal）と２次同期信号（ＳＳＳ：secondary synchronization si
gnal）とを送り得る。１次同期信号および２次同期信号は、図２に示されているように、
それぞれ、ノーマルサイクリックプレフィックスをもつ各無線フレームのサブフレーム０
および５の各々中のシンボル期間６および５において送られ得る。同期信号は、セル検出
および収集のためにＵＥによって使用され得る。ｅＮＢは、サブフレーム０のスロット１
中のシンボル期間０～３において物理ブロードキャストチャネル（ＰＢＣＨ：Physical B
roadcast Channel）を送り得る。ＰＢＣＨはあるシステム情報を搬送し得る。
【００２４】
　[0040]ｅＮＢは、図２に示されているように、各サブフレームの最初のシンボル期間中
で物理制御フォーマットインジケータチャネル（ＰＣＦＩＣＨ：Physical Control Forma
t Indicator Channel）を送り得る。ＰＣＦＩＣＨは、制御チャネルのために使用される
シンボル期間の数（Ｍ）を搬送し得、ただし、Ｍは、１、２、または３に等しくなり得、
サブフレームごとに変化し得る。Ｍはまた、たとえば、リソースブロックが１０個未満で
ある、小さいシステム帯域幅では４に等しくなり得る。ｅＮＢは、各サブフレームの最初
のＭ個のシンボル期間中で物理ＨＡＲＱインジケータチャネル（ＰＨＩＣＨ：Physical H
ARQ Indicator Channel）と物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ：Physical Down
link Control Channel）とを送り得る（図２に図示せず）。ＰＨＩＣＨは、ハイブリッド
自動再送要求（ＨＡＲＱ：hybrid automatic repeat request）をサポートするための情
報を搬送し得る。ＰＤＣＣＨは、ＵＥのためのリソース割振りに関する情報と、ダウンリ
ンクチャネルのための制御情報とを搬送し得る。ｅＮＢは、各サブフレームの残りのシン
ボル期間中で物理ダウンリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ：Physical Downlink Shared C
hannel）を送り得る。ＰＤＳＣＨは、ダウンリンク上でのデータ送信のためにスケジュー
ルされたＵＥのためのデータを搬送し得る。ＬＴＥにおける様々な信号およびチャネルは
、公開されている「Evolved Universal Terrestrial Radio Access (E-UTRA); Physical 
Channels and Modulation」と題する３ＧＰＰ　ＴＳ　３６．２１１に記載されている。
【００２５】
　[0041]ｅＮＢは、ｅＮＢによって使用されるシステム帯域幅の中心１．０８ＭＨｚにお
いてＰＳＳ、ＳＳＳ、およびＰＢＣＨを送り得る。ｅＮＢは、これらのチャネルが送られ
る各シンボル期間においてシステム帯域幅全体にわたってＰＣＦＩＣＨおよびＰＨＩＣＨ
を送り得る。ｅＮＢは、システム帯域幅のいくつかの部分においてＵＥのグループにＰＤ
ＣＣＨを送り得る。ｅＮＢは、システム帯域幅の特定の部分において特定のＵＥにＰＤＳ
ＣＨを送り得る。ｅＮＢは、すべてのＵＥにブロードキャスト方式でＰＳＳ、ＳＳＳ、Ｐ
ＢＣＨ、ＰＣＦＩＣＨ、およびＰＨＩＣＨを送り得、特定のＵＥにユニキャスト方式でＰ
ＤＣＣＨを送り得、また特定のＵＥにユニキャスト方式でＰＤＳＣＨを送り得る。
【００２６】
　[0042]各シンボル期間においていくつかのリソース要素が利用可能であり得る。各リソ
ース要素は、１つのシンボル期間中の１つのサブキャリアをカバーし得、実数値または複
素数値であり得る１つの変調シンボルを送るために使用され得る。各シンボル期間中で基
準信号のために使用されないリソース要素は、リソース要素グループ（ＲＥＧ：resource
 element group）中に配置され得る。各ＲＥＧは、１つのシンボル期間中に４つのリソー
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ス要素を含み得る。ＰＣＦＩＣＨは、シンボル期間０において、周波数にわたってほぼ等
しく離間され得る、４つのＲＥＧを占有し得る。ＰＨＩＣＨは、１つまたは複数の構成可
能なシンボル期間において、周波数にわたって拡散され得る、３つのＲＥＧを占有し得る
。たとえば、ＰＨＩＣＨのための３つのＲＥＧは、すべてシンボル期間０に属し得るか、
またはシンボル期間０、１、および２に拡散され得る。ＰＤＣＣＨは、最初のＭ個のシン
ボル期間において、利用可能なＲＥＧから選択され得る、９、１８、３２、または６４個
のＲＥＧを占有し得る。ＲＥＧのいくつかの組合せのみがＰＤＣＣＨに対して可能にされ
得る。
【００２７】
　[0043]ＵＥは、ＰＨＩＣＨおよびＰＣＦＩＣＨのために使用される特定のＲＥＧを知り
得る。ＵＥは、ＰＤＣＣＨのためのＲＥＧの様々な組合せをサーチし得る。サーチすべき
組合せの数は、一般に、ＰＤＣＣＨに対して可能にされる組合せの数よりも少ない。ｅＮ
Ｂは、ＵＥがサーチすることになる組合せのいずれかにおいてＵＥにＰＤＣＣＨを送り得
る。
【００２８】
　[0044]図２Ａに、ＬＴＥにおけるアップリンクのための例示的なフォーマット２００Ａ
を示す。アップリンクのための利用可能なリソースブロックは、データセクションと制御
セクションとに区分され得る。制御セクションは、システム帯域幅の２つのエッジにおい
て形成され得、構成可能なサイズを有し得る。制御セクション中のリソースブロックは、
制御情報の送信のためにＵＥに割り当てられ得る。データセクションは、制御セクション
中に含まれないすべてのリソースブロックを含み得る。図２Ａの設計は、単一のＵＥがデ
ータセクション中の連続サブキャリアのすべてを割り当てられることを可能にし得る、連
続サブキャリアを含むデータセクションを生じる。
【００２９】
　[0045]ＵＥは、ｅＮＢに制御情報を送信するために、制御セクション中のリソースブロ
ックを割り当てられ得る。ＵＥは、ｅＮＢにデータを送信するために、データセクション
中のリソースブロックをも割り当てられ得る。ＵＥは、制御セクション中の割り当てられ
たリソースブロック上の物理アップリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ：Physical Uplink 
Control Channel）２１０ａ、２１０ｂ中で制御情報を送信し得る。ＵＥは、データセク
ション中の割り当てられたリソースブロック上の物理アップリンク共有チャネル（ＰＵＳ
ＣＨ：Physical Uplink Shared Channel）２２０ａ、２２０ｂ中でデータのみまたはデー
タと制御情報の両方を送信し得る。アップリンク送信は、サブフレームの両方のスロット
にわたり得、図２Ａに示されているように周波数上でホッピングし得る。
【００３０】
　[0046]ＵＥは、複数のｅＮＢのカバレージ内にあり得る。これらのｅＮＢのうちの１つ
が、そのＵＥをサービスするために選択され得る。サービングｅＮＢは、受信電力、経路
損失、信号対雑音比（ＳＮＲ）など、様々な基準に基づいて選択され得る。
【００３１】
　[0047]ＵＥは、ＵＥが１つまたは複数の干渉ｅＮＢからの高い干渉を観測し得る支配的
干渉シナリオにおいて動作し得る。支配的干渉シナリオは、制限付き関連付けにより発生
し得る。たとえば、図１では、ＵＥ１２０ｙは、フェムトｅＮＢ１１０ｙに近接し得、フ
ェムトｅＮＢ１１０ｙについて高い受信電力を有し得る。しかしながら、ＵＥ１２０ｙは
、制限付き関連付けによりフェムトｅＮＢ１１０ｙにアクセスすることができないことが
あり、次いで、（図１に示されているように）より低い受信電力をもつマクロｅＮＢ１１
０ｃまたは同じくより低い受信電力をもつフェムトｅＮＢ１１０ｚ（図１に図示せず）に
接続し得る。その場合、ＵＥ１２０ｙは、ダウンリンク上でフェムトｅＮＢ１１０ｙから
の高い干渉を観測し得、また、アップリンク上でｅＮＢ１１０ｙに高い干渉を引き起こし
得る。
【００３２】
　[0048]支配的干渉シナリオはまた、範囲拡張により発生し得、これは、ＵＥが、ＵＥに
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よって検出されたすべてのｅＮＢのうち、より低い経路損失とより低いＳＮＲとをもつｅ
ＮＢに接続するシナリオである。たとえば、図１では、ＵＥ１２０ｘは、マクロｅＮＢ１
１０ｂとピコｅＮＢ１１０ｘとを検出し得、ｅＮＢ１１０ｘについて、ｅＮＢ１１０ｂよ
りも低い受信電力を有し得る。とはいえ、ｅＮＢ１１０ｘの経路損失がマクロｅＮＢ１１
０ｂの経路損失よりも低い場合、ＵＥ１２０ｘは、ピコｅＮＢ１１０ｘに接続することが
望ましいことがある。これにより、ＵＥ１２０ｘの所与のデータレートに対してワイヤレ
スネットワークへの干渉が少なくなり得る。
【００３３】
　[0049]一態様では、支配的干渉シナリオにおける通信は、異なる周波数帯域上で異なる
ｅＮＢを動作させることによってサポートされ得る。周波数帯域は、通信のために使用さ
れ得る周波数範囲であり、（ｉ）中心周波数および帯域幅、または（ｉｉ）より低い周波
数およびより高い周波数によって与えられ得る。周波数帯域は、帯域、周波数チャネルな
どと呼ばれることもある。異なるｅＮＢのための周波数帯域は、強いｅＮＢがそれのＵＥ
と通信することを可能にしながら、ＵＥが支配的干渉シナリオにおいてより弱いｅＮＢと
通信することができるように選択され得る。ｅＮＢは、ＵＥにおいて受信されるｅＮＢか
らの信号の受信電力に基づいて（ｅＮＢの送信電力レベルには基づかずに）「弱い」ｅＮ
Ｂまたは「強い」ｅＮＢとして分類され得る。
【００３４】
　[0050]図３は、図１の基地局／ｅＮＢのうちの１つであり得る基地局またはｅＮＢ１１
０と、図１のＵＥのうちの１つであり得るＵＥ１２０との設計のブロック図である。制限
付き関連付けシナリオの場合、ｅＮＢ１１０は図１のマクロｅＮＢ１１０ｃであり得、Ｕ
Ｅ１２０はＵＥ１２０ｙであり得る。ｅＮＢ１１０はまた、何らかの他のタイプの基地局
であり得る。ｅＮＢ１１０はＴ個のアンテナ３３４ａ～３３４ｔを装備し得、ＵＥ１２０
はＲ個のアンテナ３５２ａ～３５２ｒを装備し得、ただし、概してＴ≧１およびＲ≧１で
ある。
【００３５】
　[0051]ｅＮＢ１１０において、送信プロセッサ３２０が、データソース３１２からデー
タを受信し、コントローラ／プロセッサ３４０から制御情報を受信し得る。制御情報は、
ＰＢＣＨ、ＰＣＦＩＣＨ、ＰＨＩＣＨ、ＰＤＣＣＨなどのためのものであり得る。データ
は、ＰＤＳＣＨなどのためのものであり得る。送信プロセッサ３２０は、データシンボル
および制御シンボルを取得するために、それぞれデータおよび制御情報を処理（たとえば
、符号化およびシンボルマッピング）し得る。送信プロセッサ３２０はまた、たとえば、
ＰＳＳ、ＳＳＳ、およびセル固有基準信号のための基準シンボルを生成し得る。送信（Ｔ
Ｘ）多入力多出力（ＭＩＭＯ）プロセッサ３３０は、適用可能な場合、データシンボル、
制御シンボル、および／または基準シンボルに対して空間処理（たとえば、プリコーディ
ング）を実行し得、Ｔ個の出力シンボルストリームをＴ個の変調器（ＭＯＤ）３３２ａ～
３３２ｔに与え得る。各変調器３３２は、出力サンプルストリームを取得するために、（
たとえば、ＯＦＤＭなどのために）それぞれの出力シンボルストリームを処理し得る。各
変調器３３２はさらに、ダウンリンク信号を取得するために、出力サンプルストリームを
処理（たとえば、アナログへの変換、増幅、フィルタ処理、およびアップコンバート）し
得る。変調器３３２ａ～３３２ｔからのＴ個のダウンリンク信号は、それぞれＴ個のアン
テナ３３４ａ～３３４ｔを介して送信され得る。
【００３６】
　[0052]ＵＥ１２０において、アンテナ３５２ａ～３５２ｒが、ｅＮＢ１１０からダウン
リンク信号を受信し得、受信信号をそれぞれ復調器（ＤＥＭＯＤ）３５４ａ～３５４ｒに
与え得る。各復調器３５４は、入力サンプルを取得するために、それぞれの受信信号を調
整（たとえば、フィルタ処理、増幅、ダウンコンバート、およびデジタル化）し得る。各
復調器３５４はさらに、受信シンボルを取得するために、（たとえば、ＯＦＤＭなどのた
めに）入力サンプルを処理し得る。ＭＩＭＯ検出器３５６は、Ｒ個の復調器３５４ａ～３
５４ｒのすべてから受信シンボルを取得し、適用可能な場合は受信シンボルに対してＭＩ
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ＭＯ検出を実行し、検出シンボルを与え得る。受信プロセッサ３５８は、検出シンボルを
処理（たとえば、復調、デインターリーブ、および復号）し、ＵＥ１２０のための復号さ
れたデータをデータシンク３６０に与え、復号された制御情報をコントローラ／プロセッ
サ３８０に与え得る。
【００３７】
　[0053]アップリンク上では、ＵＥ１２０において、送信プロセッサ３６４が、データソ
ース３６２から（たとえば、ＰＵＳＣＨのための）データを受信し、処理し得、コントロ
ーラ／プロセッサ３８０から（たとえば、ＰＵＣＣＨのための）制御情報を受信し、処理
し得る。送信プロセッサ３６４はまた、基準信号のための基準シンボルを生成し得る。送
信プロセッサ３６４からのシンボルは、適用可能な場合はＴＸ　ＭＩＭＯプロセッサ３６
６によってプリコーディングされ、さらに（たとえば、ＳＣ－ＦＤＭなどのために）変調
器３５４ａ～３５４ｒによって処理され、ｅＮＢ１１０に送信され得る。ｅＮＢ１１０に
おいて、ＵＥ１２０からのアップリンク信号は、アンテナ３３４によって受信され、復調
器３３２によって処理され、適用可能な場合はＭＩＭＯ検出器３３６によって検出され、
ＵＥ１２０によって送られた復号されたデータと制御情報とを取得するために、受信プロ
セッサ３３８によってさらに処理され得る。受信プロセッサ３３８は、復号されたデータ
をデータシンク３３９に与え、復号された制御情報をコントローラ／プロセッサ３４０に
与え得る。
【００３８】
　[0054]コントローラ／プロセッサ３４０および３８０は、それぞれｅＮＢ１１０におけ
る動作およびＵＥ１２０における動作を指示し得る。ｅＮＢ１１０におけるコントローラ
／プロセッサ３４０、受信プロセッサ３３８ならびに／または他のプロセッサおよびモジ
ュールは、図８の動作８００、および／または本明細書で説明する技法のための他のプロ
セスを実行または指示し得る。メモリ３４２および３８２は、それぞれｅＮＢ１１０およ
びＵＥ１２０のためのデータおよびプログラムコードを記憶し得る。スケジューラ３４４
は、ダウンリンク上および／またはアップリンク上でのデータ送信のためにＵＥをスケジ
ュールし得る。
【００３９】
　[0055]場合によっては、基準信号（たとえば、パイロット）が送信され得、ＵＥは、チ
ャネル推定を行い、チャネル品質を決定するために、測定を行うことが可能になる。一例
として、基地局（たとえば、ｅＮＢ）は、いくつかのアンテナポートから、特定のパター
ンに従ってチャネル状態情報基準信号（ＣＳＩ－ＲＳ）を送信し得る。受信信号に基づい
て、ＵＥは、基地局に報告されるべきＣＳＩフィードバックを生成し得る。
【００４０】
　[0056]場合によっては、ＬＴＥは、暗黙ランクインジケータ／プリコーディング行列イ
ンジケータ／チャネル品質インジケータ（ＲＩ／ＰＭＩ／ＣＱＩ：rank indicator/preco
ding matrix indicator/channel quality indicator）フィードバックフレームワークを
利用する。ＣＳＩフィードバックは、ＵＥからネットワークに、好ましい送信ランクとプ
リコーダとパケットフォーマットとを伝達する。ＵＥは、ＲＩを用いて好ましい送信ラン
クを伝達し、ＲＩを条件とするＰＭＩを用いて好ましいプリコーディング行列を伝達し、
ＲＩとＰＭＩとを条件とするＣＱＩを用いて好ましいパケットフォーマットを伝達する。
場合によっては、フィードバック（ランク／ＰＭＩ／ＣＱＩ）およびＴＰ選択は、チャネ
ル状態に基づいて、また他のファクタ（たとえば、ネットワーク負荷分散）に基づいて決
定され得る。
【００４１】
　[0057]ＲＩ／ＰＭＩ／ＣＱＩフィードバックは帯域幅の一部分上の平均チャネル状態を
反映する。ＲＩおよびＰＭＩなど、いくつかのメトリックは、システム帯域幅にわたる平
均チャネル状態を反映するように計算され得る（たとえば、広帯域ＲＩ／ＰＭＩ）。ＰＭ
ＩおよびＣＱＩなど、いくつかのメトリックはサブバンドごとに計算され得る。しかしな
がら、サブバンド粒度（granularity）はまだかなり粗い（たとえば、６つのＰＲＢ）。
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ＣＳＩ情報の平均化は、干渉ヌリングのために望ましくないことがあり得る。ＣＳＩ情報
を平均化することは、ＵＥによるＣＳＩフィードバックを補間するネットワークの能力を
制限し、復調のためにプリコーダを補間するＵＥの能力を制限する。
チャネル状態フィードバックおよび送信ポイント選択のためのＣＳＩ－ＲＳの例示的なジ
ョイント送信
　[0058]本の態様は、チャネル状態フィードバックおよび／または送信ポイント（ＴＰ）
選択のための、複数のＴＰからのチャネル状態情報基準信号（ＣＳＩ－ＲＳ）のジョイン
ト送信のための技法を提供する。
【００４２】
　[0059]いくつかのシステム（たとえば、ロングタームエボリューション（ＬＴＥ）リリ
ース１１）では、ＬＴＥにおける多地点協調（ＣｏＭＰ）は、協調スケジューリング／協
調ビームフォーミング（ＣＳ／ＣＢ：coordinated scheduling/coordinated beamforming
）と、動的ポイント選択（ＤＰＳ：dynamic point selection）と、非コヒーレント（た
とえば透過的）ジョイント送信（ＪＴ：joint transmission）とを含む複数のＣｏＭＰ方
式をターゲットにする。
【００４３】
　[0060]ＪＴ方式の場合、複数の送信ポイントが複数のＵＥをスケジュールし得る。いく
つかの態様によれば、ＪＴは、ＣＳＩフィードバックがＤＰＳ（ＴＰ選択）のために使用
されることを可能にする様式で（複数のＴＰから）（単一の）ＣＳＩ－ＲＳを送信するた
めに利用され得る。
【００４４】
　[0061]図４に、本開示のいくつかの態様による、例示的なＣｏＭＰクラスタ４００を示
す。図４に示されているように、１つまたは複数のＴＰからのジョイント送信があり得る
。本明細書で説明するように、複数のＴＰ（ＴＰ１～ＴＰ７）のうちの１つまたは複数が
１つまたは複数のＵＥ（ＵＥ１～ＵＥ７）にＣＳＩ－ＲＳをジョイント送信し得る。ジョ
イント送信されたＣＳＩ－ＲＳに基づくＵＥからのフィードバックが、ＴＰ選択のために
、たとえば、ＴＰ１～ＴＰ７のうちの１つまたは複数のいずれがそのＵＥをサービスすべ
きかを選択するために使用され得る。
【００４５】
　[0062]本開示の態様は、レガシーＵＥにおける多地点送信のサポートを可能にするため
に、単一のチャネル状態情報基準信号（ＣＳＩ－ＲＳ）をレガシーＵＥに提供するための
技法を提供する。
【００４６】
　[0063]ＬＴＥリリース１０ＵＥは、単一のＣＳＩ－ＲＳが構成されることを可能にする
ＬＴＥ送信モード９をサポートし得るが、ＬＴＥリリース１１ＵＥは、ＵＥが複数の送信
ポイントからのチャネルを監視することを可能にすることによって、多地点送信をサポー
トするために最高３つのＣＳＩ－ＲＳがコンカレントに構成されることを可能にする、Ｌ
ＴＥ送信モード１０をサポートする。また、３ＧＰＰ規格は、リリース１１ＵＥがキャリ
アごとに１つ以下のＣＳＩ－ＲＳを監視する能力をシグナリングすることを可能にする。
これらのリリース１１ＵＥはまた、複数のＣＳＩ－ＲＳを使用して複数の送信ポイントか
らのチャネルを監視することが可能ではない。混合システム（たとえば、異なるＵＥ能力
をもつＬＴＥリリース１０および／またはリリース１１ＵＥを有するシステム）では、そ
のシステム中の送信ポイントが周波数および時間において同期していることがあるにもか
かわらず、多地点送信の利益は実現されないことがある。限られた能力をもつリリース１
０ＵＥまたはリリース１１ＵＥは、場合によっては、すべてのＴＰからのＰＤＳＣＨを復
号し得るが、そのようなＵＥは、ＴＰ選択のために使用され得るフィードバックを与える
ことが可能ではなく、非サービングＴＰのためのチャネル状態フィードバック（ＣＳＦ：
channel state feedback）は、従来のフィードバックを用いて取得されないことがある。
しかしながら、本開示の態様は、（たとえば、本明細書で説明するジョイント送信された
ＣＳＩ－ＲＳおよびコードブック制限によって）ＵＥによる従来のフィードバック機構が
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ＴＰ選択のためのフィードバックと非サービングＴＰのためのＣＳＦとを与えるために使
用されることを可能にする。
【００４７】
　[0064]図５に、ＵＥ５０４にＣＳＩ－ＲＳを送信する単一の送信ポイント５０２の一例
を示す。仮想アンテナ対物理アンテナマッピングＵが、チャネルＨ上で複数のＣＳＩシン
ボルポート（たとえば、ＣＳＩシンボルポート０および１）からＵＥにＣＳＩ－ＲＳを送
信するために使用され得る。ＵＥ５０４は、有効チャネルＨＵを推定し、チャネル
【００４８】
【数１】

【００４９】
が最良スペクトル効率を与えるような制約
【００５０】

【数２】

【００５１】
内の最良プリコーディング行列
【００５２】
【数３】

【００５３】
を決定し得る。ＵＥ５０４は、たとえば、ＰＭＩ報告を通して、
【００５４】
【数４】

【００５５】
を送信ポイントに報告し得る。
【００５６】
　[0065]Ｈ、Ｕ、およびＰはそれぞれ行列であり得る。Ｕは、物理送信アンテナの数×Ｃ
ＳＩ－ＲＳアンテナポートの数として次元決定され得る。Ｈは、受信アンテナの数×物理
送信アンテナの数として次元決定され得る。Ｐは、ＣＳＩ－ＲＳアンテナポートの数×レ
イヤの数として次元決定され得る。所与の数のＣＳＩ－ＲＳアンテナポートのために使用
され得るプリコーディング行列はＬＴＥ規格において定義され得、規格において定義され
た行列にプリコーディング行列制限が課され得る。
【００５７】
　[0066]図６に、ＵＥにＣＳＩ－ＲＳをそれぞれ送信する複数の送信ポイントの一例を示
す。図６には２つの送信ポイントＴＰ１　６０２およびＴＰ２　６０４が示されているが
、任意の数の送信ポイントがＵＥにＣＳＩ－ＲＳを送信し得る。図５の場合のように、各
送信ポイントは、チャネルＨ上で複数のＣＳＩシンボルポートからＵＥ６０６にＣＳＩ－
ＲＳを送信するために、仮想アンテナ対物理アンテナマッピングＵを使用することができ
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る。多地点状況では、ＵＥ６０６は、各送信ポイントのための最良プリコーディング行列
を見つけ、チャネルのための推定スペクトル効率に基づいて送信ポイントを選択し得る。
たとえば、２つの送信ポイントＴＰ１　６０２およびＴＰ２　６０４の場合、プリコーデ
ィング行列は、Ｐ1およびＰ2と指定され得る。最良プリコーディング行列は、
【００５８】
【数５】

【００５９】
および
【００６０】
【数６】

【００６１】
と指定され得、送信ポイント選択は、チャネル
【００６２】
【数７】

【００６３】
および
【００６４】
【数８】

【００６５】
のための推定スペクトル効率に基づくことができる。Ｕ1およびＵ2は、それぞれチャネル
Ｈ1およびＨ2に吸収されていると推定され得、これは、それぞれ有効チャネルＨ1Ｕ1およ
びＨ2Ｕ2を定義することと等価である。
【００６６】
　[0067]図７Ａ～図７Ｂに、本開示のいくつかの態様による、単一のＣＳＩ－ＲＳをジョ
イント構成し、ジョイント構成されたＣＳＩ－ＲＳをＵＥに送信するための、複数の送信
ポイントを使用する例示的な構成７００Ａおよび７００Ｂを示す。仮想アンテナポートマ
ッピングＵは、複数の送信ポイントの各々のためのポートマッピングの組合せとして構成
され得る。送信ポイントは、チャネルＨ上でＵＥにＣＳＩ－ＲＳを送信するために、仮想
アンテナポートマッピングＵと、複数の送信ポイントの各々からのＣＳＩシンボルポート
（たとえば、第１の送信ポイントＴＰ１のＣＳＩシンボルポート０および１、ならびに送
信ポイントＴＰ２のＣＳＩシンボルポート２および３）とを使用し得る。たとえば、図７
Ａ中の７００Ａによって示されているように、送信ポイントＴＰ１　７０２は、ジョイン
ト構成されたＣＳＩ－ＲＳをＵＥ７０６に送信するために、第１の仮想アンテナポート対
物理アンテナマッピング（Ｕ1）を使用し得る。対応して、図７Ｂ中の例７００Ｂによっ
て示されているように、送信ポイントＴＰ２　７０４は、ジョイント構成されたＣＳＩ－
ＲＳをＵＥ７０６に送信するために、第２の仮想アンテナ対物理アンテナマッピング（Ｕ

2）を使用し得る。各送信ポイントＴＰ１　７０２、ＴＰ２　７０４は、送信ポイントか
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らのＣＳＩ－ＲＳ信号の送信電力を選択し、および／または変化させるための電力スケー
リングコンポーネントを有し得る。
【００６７】
　[0068]図８に、本開示のいくつかの態様による、複数の送信ポイント上で単一のＣＳＩ
－ＲＳを送信するための例示的な動作８００を示す。動作８００は、たとえば、ＣｏＭＰ
動作に参加している送信ポイント（たとえば、図４に示されたＴＰ１～ＴＰ７のうちの１
つ）によって実行され得る。動作８００は、８０２において、ユーザ機器にチャネル状態
情報基準信号をジョイント送信するために１つまたは複数の他のＴＰと協調することから
開始し得る。８０４において、送信ポイントはＵＥに報告制限をシグナリングする。８０
６において、送信ポイントは、ジョイント送信されたＣＳＩ－ＲＳに基づきおよび報告制
限に従う、ＵＥからのフィードバックを受信する。８０８において、送信ポイントは、フ
ィードバックに基づいて、サービスすべきＴＰのうちの１つまたは複数を選択する。
【００６８】
　[0069]ＣＳＩ－ＲＳポートの数は、参加している送信ポイントの数と、各送信ポイント
に割り振られたプリコーディング次元の数と、各送信ポイントにおける物理送信（Ｔｘ）
アンテナの数とに依存し得る。
【００６９】
　[0070]各送信ポイントにおけるＣＳＩ－ＲＳ送信のための仮想アンテナポートマッピン
グは、参加している送信ポイントからの非同一ＰＭＩおよびＣＱＩフィードバックを可能
にするように設計され得る。アンテナポートマッピングは、周波数および／または時間依
存であり得、周波数および時間にわたって変化し得る。アンテナポートマッピングは、物
理送信ポート電力制約を満たすように構成され得る。
【００７０】
　[0071]ＰＭＩコードブック制限は、ＵＥによって報告されたＰＭＩが、送信ポイント選
択と、選択された送信ポイントについてのＰＭＩフィードバックとを示すことができるよ
うに、構成され、ＵＥにシグナリングされ得る。コードブック制限は、別の送信ポイント
からの保証報告をサポートするように再構成され得る。
【００７１】
　[0072]ネットワークは、送信ポイントにおいてＣＳＩ－ＲＳの電力スケーリングを変更
することができる。適切な時間スケールを用いて、各送信ポイントに対応するフィードバ
ックがＵＥによって生成され、報告され得る。電力スケーリングは、ＵＥによる時間平均
化の影響が最小限に抑えられるように実行され得る。電力スケーリングはまた、たとえば
、負荷分散タイプの状況において有用であり得る、ＴＰ選択におけるバイアスを作成する
のを助け得る。
【００７２】
　[0073]周期および非周期フィードバック報告が構成され得る。周期報告と非周期報告と
は、概して、同じコードブック制限を共有する。８ＣＳＩ－ＲＳポートシナリオでは、い
くつかの周期報告モードは、チャネル状態フィードバックペイロード考慮事項による追加
のコードブック制限を課する。
【００７３】
　[0074]たとえば、各送信ポイントが１つのＴｘアンテナを有するか、または各送信ポイ
ントが複数のＴｘアンテナを有するが、ＰＭＩフィードバックを必要としない場合、２ポ
ートＣＳＩ－ＲＳとポートマッピングＵとが構成され得る。ポートマッピングＵは、次式
に従って定義され得る。
【００７４】
【数９】
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【００７５】
１レイヤ報告は、プリコーディング行列
【００７６】
【数１０】

【００７７】
および
【００７８】
【数１１】

【００７９】
によって制約され得る。ＵＥは次のチャネルを推定することができる。
【００８０】
【数１２】

【００８１】
許容プリコーディング行列を比較することによって、ＵＥは、
【００８２】
【数１３】

【００８３】
のように定義されるチャネルを、
【００８４】
【数１４】

【００８５】
のように定義される別のチャネルと比較する。したがって、ＵＥがプリコーディング行列
【００８６】

【数１５】

【００８７】
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のためのプリコーディング行列情報（ＰＭＩ：precoding matrix information）を報告し
た場合、ｅノードＢは、Ｈ1がＨ2よりも良好なチャネルである（たとえば、より高いスペ
クトル効率を有する）と決定することができ、Ｈ1に関してＣＱＩが報告され得る。同様
に、ＵＥがプリコーディング行列
【００８８】
【数１６】

【００８９】
に関するＰＭＩを報告した場合、ｅノードＢは、Ｈ2がより良いチャネルであると決定す
ることができる。報告されたＰＭＩは、適切な送信ポイントを選択するためにｅノードＢ
において使用され得る。
【００９０】
　[0075]２つのＴｘアンテナをもつ送信ポイントの場合、４ポートＣＳＩ－ＲＳまたは８
ポートＣＳＩ－ＲＳがジョイント送信のために構成され得る。Ｕ行列およびプリコーディ
ング制限｛Ｐi｝は、各Ｐiについて、Ｕ．Ｐiがブロック対角であるように構成され得る
。たとえば、２レイヤプリコーディングを使用すると、Ｕ．Ｐiは次のように定義され得
る。
【００９１】

【数１７】

【００９２】
したがって、各ＰＭＩは１つの送信ポイント内でプリコーディングする。この例では、可
能なプリコーディングされたチャネルは次のようになり得る。
【００９３】
【数１８】

【００９４】
　[0076]４ポートＣＳＩ－ＲＳの場合、Ｕ行列は次のように定義され得る。
【００９５】
【数１９】

【００９６】
ＵＥに対する４ポートＣＳＩ－ＲＳのためのコードブック制限は、１レイヤ送信ではプリ
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コーディングインデックス１２、１３、１４、または１５として定義され、２レイヤ送信
ではインデックス１３および１４として定義され得る。
【００９７】
【数２０】

【００９８】
であるので、式の左辺の行列中のカラムはランク１プリコーディング行列であり得、それ
らのカラムは、左から右に、プリコーディングインデックス１３、１５、１４、および１
２を表す。同じ行列がランク２行列をも表し得、２つの最左ロウはプリコーディングイン
デックス１３を表し、右の２つのロウはプリコーディングインデックス１５を表す。
【００９９】
　[0077]したがって、ＵＥがランク１を選択し、プリコーディングインデックス１３また
は１５のためのＰＭＩを送信した場合、ｅノードＢは、プリコーディング行列
【０１００】
【数２１】

【０１０１】
または
【０１０２】

【数２２】

【０１０３】
を用いて、第１の送信ポイントが選択されると決定し得る。ＵＥがランク１を選択し、プ
リコーディングインデックス１２または１４のためのＰＭＩを送信した場合、ｅノードＢ
は、第２の送信ポイントが選択されると決定し得る。
【０１０４】
　[0078]４ポートＣＳＩ－ＲＳ構成では、ｅノードＢが各送信ポイントのためにどのＰＭ
Ｉを使用することができるかに関して、追加の制約が課され得る。たとえば、上記の例に
おいて使用される制限およびＵ行列の場合、ｅノードＢは、送信ポイントごとのプリコー
ディング行列
【０１０５】

【数２３】

【０１０６】
に関する情報を受信しないことがある。Ｕ行列とＰＭＩ制限との選定は、送信ポイントご
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行列制限を使用する必要がないことがある。
【０１０７】
　[0079]たとえば、図９に、本開示のいくつかの態様による、それぞれ、ランク１プリコ
ーディング行列およびランク２プリコーディング行列のための送信ポイント選択を示す、
ランク１テーブル９０２およびランク２テーブル９０４を示す。固定Ｕ行列およびＰＭＩ
制限を用いると、ｅノードＢは、４ポートＰＭＩフィードバックに基づく送信ポイント選
択に加えて、選択された送信ポイントのための２つの等価ランク１プリコーディング行列
および１つの等価ランク２プリコーディング行列からのＰＭＩフィードバックのみを取得
し得る。
【０１０８】
　[0080]２つのＴｘアンテナをもつ送信ポイントのための例示的な状況では、８ポートＣ
ＳＩ－ＲＳが構成され得る。例示的なＵ行列は次のように定義され得る。
【０１０９】

【数２４】

【０１１０】
１レイヤの場合、コードブックは、ｉ1＝０、４、８または１２、およびｉ2＝０または２
に従って制限され得る。２レイヤの場合、コードブックは、ｉ1＝０、４、８または１２
、およびｉ2＝０に従って制限され得る。コードブック制限は次式を生じ得る。
【０１１１】
【数２５】

【０１１２】
上式で、ψn＝ｅjπn/2およびｖm＝［１　ｅj2πm/32　ｅj4πm/32　ｅj6πm/32］Tであ
る。ＵＥからのＰＭＩフィードバックに基づいて、ｅノードＢは、図１０に示すランク１
テーブル１００２またはランク２テーブル１００４に従って、選択された送信ポイントと
コードブックとを決定することができる。
【０１１３】
　[0081]いくつかの態様によれば、送信ポイントが４つのＴｘアンテナを有する場合、送
信ポイント選択のために８ポートＣＳＩ－ＲＳが構成され得る。例示的なＵ行列は次のよ
うに定義され得る。
【０１１４】
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【０１１５】
１レイヤの場合、プリコーディング行列は、ｉ1＝０、４、８または１２、およびｉ2＝０
または２に従って制限され得る。２レイヤの場合、プリコーディング行列は、ｉ1＝０、
４、８または１２、およびｉ2＝０に従って制限され得る。Ｕ行列およびプリコーディン
グ行列制限は次式を生じ得る。
【０１１６】

【数２７】

【０１１７】
ｅノードＢは、図１１に示すランク１テーブル１１０２およびランク２テーブル１１０４
に従って、選択された送信ポイントとＰＭＩとを計算することができる。
【０１１８】
　[0082]８つのＴｘアンテナをもつ送信ポイントのためのコードブックを用いると、ＰＭ
Ｉ報告は、物理アップリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）タイプに関してさらに制限され
得る。ｅノードＢによるこの制限は、複数の送信ポイントのうちの１つについて報告する
ことをＵＥに強制することができる。たとえば、ＰＵＣＣＨモード１－１、サブモード２
において、ＵＥは偶数のｉ1のみを報告し得、ｉ2は、ランク１では０または２に限定され
、ランク２では０または１に限定され得る。送信ポイントのうちの１つにマッピングする
ＰＭＩが、選択されたＰＵＣＣＨモードによって許容されるＰＭＩを使用するように、Ｕ
行列構成における追加の制約が追加され得る。この制限は、選択されたＰＵＣＣＨモード
を使用して複数の送信ポイントのうちの１つのみに関して報告することをＵＥに強制する
ために使用され得る。ｅノードＢは、別の報告フォーマットによって他の送信ポイントの
うちの最良送信ポイントについての報告を取得し続け得る。
【０１１９】
　[0083]ＰＵＣＣＨモード制限をもつ例示的なＵ行列は次のように定義され得る。
【０１２０】
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【数２８】

【０１２１】
１レイヤの場合、コードブックは、ｉ1＝０、１、８、または９、およびｉ2＝０、２に従
って制限され得る。２レイヤの場合、コードブックは、ｉ1＝０、１、８または９、およ
びｉ2＝０に従って制限され得る。ＵＥからのＰＭＩフィードバックに基づいて、ｅノー
ドＢは、図１２に示すランク１テーブル１２０２およびランク２テーブル１２０４に従っ
て、選択された送信ポイントとコードブックインデックスとを決定することができる。
【０１２２】
　[0084]図１２に示されているように、すべての偶数のｉ1およびｉ2∈｛０，２｝は第１
の送信ポイントにマッピングされ得る。一例としてＰＵＣＣＨモード１－１、サブモード
２を使用すると、ｅノードＢは、第１の送信ポイントについてのチャネル品質情報を報告
することをＵＥに強制することができる。他の報告モードを用いると、ｅノードＢは、送
信ポイント選択と、選択された送信ポイントに基づくＣＱＩ報告の両方を受信することが
できる。ＰＵＣＣＨモード１－１、サブモード２を用いた報告は、図１３に示すランク１
テーブル１３０２およびランク２テーブル１３０４において見られ得る。
【０１２３】
　[0085]強制報告は、単一のＵ行列と、異なるＰＭＩ制限を用いて、異なる送信ポイント
がＰＵＣＣＨ報告において強制され得るようなＰＭＩ制限の２つのセットとの展開を可能
にし得る。たとえば、次式
【０１２４】

【数２９】

【０１２５】
によって定義されるＵ行列が与えられ、ランク２報告が使用不能にされると、ランク１の
ための２つのＰＭＩ制限が識別され得る。第１の制限セットは、ｉ1＝０、１、または２
、およびｉ2＝０、１０として定義され得る。第１の制限セットが執行された場合、選択
された送信ポイントおよびコードブックは、図１４Ａに示すテーブル１４００Ａに従って
定義され得る。一例としてＰＵＣＣＨモード１－１、サブモード２制限を使用すると、制
限を満たすすべてのＰＭＩが第１の送信ポイントを選択させることがわかり得る。
【０１２６】
　[0086]第２の制限セットは、ｉ1＝０、１、または２、およびｉ2＝２、８として定義さ
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れ得る。第２の制限セットが執行された場合、選択された送信ポイントおよびコードブッ
クは、図１４Ｂに示すテーブル１４００Ｂに従って定義され得る。一例としてＰＵＣＣＨ
モード１－１、サブモード２制限を使用すると、制限を満たすすべてのＰＭＩが第２の送
信ポイントを選択させることがわかり得る。
【０１２７】
　[0087]同じＵ行列およびＣＳＩ－ＲＳを用いて、ｅノードＢは、ＰＵＣＣＨモードにお
いて特定の送信ポイントについての情報を報告することをＵＥに強制するために、異なる
ＰＭＩ制限を潜在的に構成することができることに留意されたい。ＰＭＩ制限セットの再
構成は、物理ダウンリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）送信ポイント切替えインスタンス
に結び付けられ得る。
【０１２８】
　[0088]コードブック制限は、ＰＵＣＣＨ報告に関する送信ポイントを切り替えながら、
ＰＵＳＣＨ上でランク１報告とランク２報告の両方を可能にするように設計され得る。こ
れのためのＵ行列は次式に従って定義され得る。
【０１２９】
【数３０】

【０１３０】
第１のＰＭＩ制限セットの場合、ランク１（１レイヤ）制限は、ｉ1＝０、およびｉ2＝０
、１４として定義され得る。ランク２（２レイヤ）制限は、ｉ1＝５または７、およびｉ2

＝１として定義され得る。第１の制限およびランク１の場合の送信ポイントの選択および
コードブックインデックスは、図１５Ａに示すテーブル１５００Ａによって示され得る。
第１の制限およびランク２の場合の送信ポイントの選択およびコードブックインデックス
は、図１５Ｂに示すテーブル１５００Ｂによって示され得る。
【０１３１】
　[0089]第２のＰＭＩ制限セットの場合、ランク１制限は、ｉ1＝０、およびｉ2＝２、１
２として定義され得る。ランク２制限は、ｉ1＝５または７、およびｉ2＝１として定義さ
れ得る。第２の制限およびランク１の場合の送信ポイントの選択およびコードブックイン
デックスは、図１５Ｃに示すテーブル１５００Ｃによって示され得る。第２の制限および
ランク２の場合の送信ポイントの選択およびコードブックインデックスは、図１５Ｄに示
すテーブル１５００Ｄによって示され得る。
【０１３２】
　[0090]ＵＥは、ｅノードＢによって指定されたＰＭＩ制限から、ｅノードＢが多地点送
信サポートのために単一のＣＳＩ－ＲＳのジョイント送信を使用していることを部分的に
検出することが可能であり得る。たとえば、許容プリコーディング行列のセットが、同じ
Ｕ行列を用いてあらゆる可能なランクのためのブロック対角行列に分解され得る場合、Ｕ
Ｅは、ネットワークが単一のＣＳＩ－ＲＳを使用して多地点送信をサポートすると決定す
ることができる。
【０１３３】
　[0091]様々な数のＴｘアンテナをもつ送信ポイントが、多地点送信のための単一のＣＳ
Ｉ－ＲＳのジョイント送信に参加し得る。たとえば、ある送信ポイントが単一のＴｘアン
テナを有し、別の送信ポイントが複数のＴｘアンテナを有する場合、上記で説明した２Ｔ
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ｘアンテナ例のためのＵ行列およびプリコーディング制限が構成され得る。単一のＴｘア
ンテナをもつ送信ポイントは、単一のプリコーディング行列を使用するように制限され得
る。
【０１３４】
　[0092]ジョイント構成されたＣＳＩ－ＲＳは、単一のセルを監視するように構成された
ＵＥのために使用され得る。ＵＥの環境では、ＵＥのうちのいくつかは複数の送信ポイン
トを監視することができ、ＵＥのうちのいくつかは単一の送信ポイントを監視することが
できる、共通Ｕ行列と、ジョイント構成されたＣＳＩ－ＲＳと、ＰＭＩ制限とが使用され
得る。複数の送信ポイントを監視するＵＥは、複数の送信ポイントのうちの最良送信ポイ
ントを報告することができる。単一の送信ポイントを監視するＵＥは、異なるＰＭＩ制限
を使用して、指定された送信ポイントについて報告することができる。
【０１３５】
　[0093]ＣＳＩ－ＲＳのジョイント構成は任意の数の送信ポイントのために使用され得る
。ブロック対角行列中のブロックの数は、比較され得る送信ポイントの数を決定すること
ができる。たとえば、８ＣＳＩ－ＲＳポート送信は、各送信ポイントに２つのＴｘアンテ
ナがある４つの送信ポイントをサポートすることができる。
【０１３６】
　[0094]いくつかの送信ポイントについてのフィードバックが保証され得る。いくつかの
送信ポイントについてのフィードバックの受信を保証するために使用され得る例示的な動
作について以下で説明する。本明細書で説明する例は１および２レイヤフィードバックに
関係しているが、当業者は、本技法が１および２レイヤフィードバックに限定されず、上
位レイヤフィードバックにも適用され得ることを認識されよう。
【０１３７】
　[0095]ネットワークはＵＥのためのＰＭＩコードブック制限を再構成することができる
。たとえば、ＰＭＩコードブック制限は、報告がそれについて要求される送信ポイントを
変更するために、無線リソース制御（ＲＲＣ）シグナリングを通して再構成され得る。こ
れらの動作は、たとえば、電力スケーリング、または特定のポート構成（たとえば、８Ｃ
ＳＩ－ＲＳポート構成のためのＰＵＣＣＨモード２－２構成）のための特定のＰＵＣＣＨ
モードをセットアップすることを伴うことができる。たとえば、ネットワークは、送信ポ
イントの数に対応するいくつかのＰＭＩ制限セットを選択し、選択されたＰＭＩ制限セッ
トをＵＥにシグナリングすることができる。ＰＭＩ制限は、ＰＤＳＣＨ送信のための送信
ポイントを変更することに結び付けられ得る。
【０１３８】
　[0096]フィードバックの受信を保証するために、ＲＲＣ再構成が使用され得る。ＲＲＣ
再構成は、ＵＥがＰＤＣＣＨのための切替えポイントを変更するとき、ＵＥのためのＰＭ
Ｉコードブック制限を変更し得る。別の例では、ＲＲＣ再構成は、ＵＥに対するＣＳＩ－
ＲＳ構成を変更するために使用され得る。参加している送信ポイントは、各々が適切な仮
想アンテナマッピングを用いて、ＣＳＩ－ＲＳ構成の２つのセットをジョイント送信し得
る。１つの送信ポイントについてのフィードバックが行われ得るか、または保証されるよ
うに、各ＣＳＩ－ＲＳ構成のための仮想アンテナマッピングと電力スケーリングとが構成
され得る。たとえば、あるＣＳＩ－ＲＳ構成は第１の送信ポイントのためのより低い電力
を用いたＣＳＩ－ＲＳ送信を伴うことができ、別のＣＳＩ－ＲＳ構成は第２の送信ポイン
トのためのより低い電力を用いたＣＳＩ－ＲＳ送信を伴うことができる。一例として８Ｃ
ＳＩ－ＲＳ構成を使用すると、１つのＣＳＩ－ＲＳ構成の仮想アンテナマッピングは、特
定のＰＵＣＣＨモードにおいていくつかの送信ポイントの役割を反転させることを伴い得
る。
【０１３９】
　[0097]複数のセットからの周波数選択性仮想アンテナマッピングが、サブバンドベース
フィードバックとともに、いくつかの送信ポイントからのフィードバックを保証するため
に使用され得る。仮想アンテナマッピングは、帯域幅パートおよび／またはサブバンドと



(25) JP 2017-509230 A 2017.3.30

10

20

30

40

50

整合するように周波数にわたって変更され得る。たとえば、各帯域幅パートまたはサブバ
ンドは、特定の帯域幅パートまたはサブバンドのための仮想アンテナマッピングが送信ポ
イントを使用可能にするように、その送信ポイントに関連付けられ得る。ネットワークは
、サブバンドＣＱＩ報告を使用して構成された上位レイヤについての非周期報告を使用可
能にすることができる。たとえば、ＵＥはＰＵＳＣＨモード３－１で構成され得、これは
、ＵＥが、ＰＵＳＣＨ報告において複数の送信ポイントに関連付けられたサブバンドまた
は帯域幅パートのためのＣＱＩを報告することを伴い得る。ネットワークは、８ＣＳＩ－
ＲＳポートを使用可能にし、ＵＥ選択サブバンドＣＱＩおよびＰＭＩをもつＰＵＣＣＨ報
告モード２－２を使用可能にするように構成され得る。これは、サブバンドごとのＰＭＩ
およびＣＱＩ報告を提供し得る。１のプロシージャトランザクション識別情報（ＰＴＩ：
procedure transaction identity）に関連する報告インスタンスでは、サブバンドＰＭＩ
およびサブバンドＣＱＩは帯域幅パートごとに提供され得る。
【０１４０】
　[0098]情報および信号は多種多様な技術および技法のいずれかを使用して表され得るこ
とを、当業者は理解されよう。たとえば、上記の説明全体にわたって言及され得るデータ
、命令、コマンド、情報、信号、ビット、シンボル、およびチップは、電圧、電流、電磁
波、磁界または磁性粒子、光場または光学粒子、あるいはそれらの任意の組合せによって
表され得る。
【０１４１】
　[0099]さらに、本明細書の開示に関して説明した様々な例示的な論理ブロック、モジュ
ール、回路、およびアルゴリズムステップは、電子ハードウェア、コンピュータソフトウ
ェア、またはその両方の組合せとして実装され得ることを、当業者は諒解されよう。ハー
ドウェアとソフトウェアのこの互換性を明確に示すために、様々な例示的な構成要素、ブ
ロック、モジュール、回路、およびステップについて、概してそれらの機能に関して上記
で説明した。そのような機能がハードウェアとして実装されるか、ソフトウェアとして実
装されるかは、特定の適用例および全体的なシステムに課される設計制約に依存する。当
業者は、説明した機能を特定の適用例ごとに様々な方法で実装し得るが、そのような実装
の決定は、本開示の範囲からの逸脱を生じるものと解釈されるべきではない。
【０１４２】
　[0100]本明細書の開示に関して説明した様々な例示的な論理ブロック、モジュール、お
よび回路は、汎用プロセッサ、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、特定用途向け集積回
路（ＡＳＩＣ）、フィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）または他のプログ
ラマブル論理デバイス、個別ゲートまたはトランジスタ論理、個別ハードウェア構成要素
、あるいは本明細書で説明した機能を実行するように設計されたそれらの任意の組合せを
用いて実装または実行され得る。汎用プロセッサはマイクロプロセッサであり得るが、代
替として、プロセッサは、任意の従来のプロセッサ、コントローラ、マイクロコントロー
ラ、または状態機械であり得る。プロセッサはまた、コンピューティングデバイスの組合
せ、たとえば、ＤＳＰとマイクロプロセッサとの組合せ、複数のマイクロプロセッサ、Ｄ
ＳＰコアと連携する１つまたは複数のマイクロプロセッサ、あるいは任意の他のそのよう
な構成として実装され得る。
【０１４３】
　[0101]本明細書の開示に関して説明した方法またはアルゴリズムのステップは、直接ハ
ードウェアで実施されるか、プロセッサによって実行されるソフトウェアモジュールで実
施されるか、またはその２つの組合せで実施され得る。ソフトウェアモジュールは、ＲＡ
Ｍメモリ、フラッシュメモリ、ＲＯＭメモリ、ＥＰＲＯＭメモリ、ＥＥＰＲＯＭ（登録商
標）メモリ、レジスタ、ハードディスク、リムーバブルディスク、ＣＤ－ＲＯＭ、または
当技術分野で知られている任意の他の形態の記憶媒体中に常駐し得る。例示的な記憶媒体
は、プロセッサが記憶媒体から情報を読み取り、および／または記憶媒体に情報を書き込
むことができるように、プロセッサに結合される。代替として、記憶媒体はプロセッサと
一体であり得る。プロセッサおよび記憶媒体はＡＳＩＣ中に常駐し得る。ＡＳＩＣはユー
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構成要素として常駐し得る。概して、図に示された動作がある場合、それらの動作は、同
様の番号をもつ対応するカウンターパートのミーンズプラスファンクション構成要素を有
し得る。
【０１４４】
　[0102]１つまたは複数の例示的な設計では、説明した機能は、ハードウェア、ソフトウ
ェア、ファームウェアまたはそれらの任意の組合せで実装され得る。ソフトウェアで実装
される場合、機能は、１つまたは複数の命令またはコードとしてコンピュータ可読媒体上
に記憶されるか、あるいはコンピュータ可読媒体を介して送信され得る。コンピュータ可
読媒体は、ある場所から別の場所へのコンピュータプログラムの転送を可能にする任意の
媒体を含む、コンピュータ記憶媒体と通信媒体の両方を含む。記憶媒体は、汎用または専
用コンピュータによってアクセスされ得る任意の利用可能な媒体であり得る。限定ではな
く例として、そのようなコンピュータ可読媒体は、ＲＡＭ、ＲＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ、ＣＤ
－ＲＯＭまたは他の光ディスクストレージ、磁気ディスクストレージまたは他の磁気スト
レージデバイス、あるいは命令またはデータ構造の形態の所望のプログラムコード手段を
搬送または記憶するために使用され得、汎用もしくは専用コンピュータ、または汎用もし
くは専用プロセッサによってアクセスされ得る、任意の他の媒体を備えることができる。
また、いかなる接続もコンピュータ可読媒体と適切に呼ばれる。たとえば、ソフトウェア
が、同軸ケーブル、光ファイバーケーブル、ツイストペア、デジタル加入者回線（ＤＳＬ
）、または赤外線、無線、およびマイクロ波などのワイヤレス技術を使用して、ウェブサ
イト、サーバ、または他のリモートソースから送信される場合、同軸ケーブル、光ファイ
バーケーブル、ツイストペア、ＤＳＬ、または赤外線、無線、およびマイクロ波などのワ
イヤレス技術は、媒体の定義に含まれる。本明細書で使用するディスク（disk）およびデ
ィスク（disc）は、コンパクトディスク（disc）（ＣＤ）、レーザーディスク（登録商標
）（disc）、光ディスク（disc）、デジタル多用途ディスク（disc）（ＤＶＤ）、フロッ
ピー（登録商標）ディスク（disk）およびｂｌｕ－ｒａｙ（登録商標）ディスク（disc）
を含み、ここで、ディスク（disk）は、通常、データを磁気的に再生し、ディスク（disc
）は、データをレーザーで光学的に再生する。上記の組合せも、コンピュータ可読媒体の
範囲内に含まれるべきである。
【０１４５】
　[0103]本開示についての以上の説明は、いかなる当業者も本開示を作成または使用する
ことができるように与えたものである。本開示への様々な変更は当業者には容易に明らか
になり、本明細書で定義した一般原理は、本開示の趣旨または範囲から逸脱することなく
他の変形形態に適用され得る。したがって、本開示は、本明細書で説明した例および設計
に限定されるものではなく、本明細書で開示した原理および新規の特徴に合致する最も広
い範囲を与えられるべきである。
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【図６】 【図７Ａ】
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【図７Ｂ】 【図８】

【図９】 【図１０】
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【図１１】 【図１２】

【図１３】 【図１４Ａ】

【図１４Ｂ】
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【図１５Ａ】

【図１５Ｂ】

【図１５Ｃ】

【図１５Ｄ】

【手続補正書】
【提出日】平成28年9月29日(2016.9.29)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　送信ポイント（ＴＰ）によるワイヤレス通信のための方法であって、
　ユーザ機器（ＵＥ）にチャネル状態情報基準信号（ＣＳＩ－ＲＳ）をジョイント送信す
るために１つまたは複数の他のＴＰと協調することと、ここにおいて、前記協調すること
が、仮想アンテナポートマッピングを決定することを備え、ここにおいて、前記複数の送
信ポイントの各々が、非同一プリコーディング行列インジケータ（ＰＭＩ）またはチャネ
ル品質インジケータ（ＣＱＩ）フィードバックを可能にするように構成された異なる仮想
アンテナポートマッピングを有する、
　前記ＵＥに報告制限をシグナリングすることと、
　前記ジョイント送信されたＣＳＩ－ＲＳに基づきおよび前記報告制限に従う、前記ＵＥ
からのＰＭＩフィードバックを受信することと、
　前記ＰＭＩフィードバックに基づいて、前記ＵＥをサービスするために前記ＴＰのうち
の１つまたは複数を選択することと
を備える、方法。
【請求項２】
　前記報告制限は、ＰＭＩコードブック制限を備え、前記ＵＥによって報告されたＰＭＩ
は、送信ポイント選択を示す、請求項１に記載の方法。
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【請求項３】
　他の送信ポイントからの報告が必要とされる場合、前記コードブック制限を修正するこ
とをさらに備える、請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記報告制限が、いくつかの周期報告モードを構成することによるＰＭＩ報告に対する
さらなる制限を備える、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記協調することが、ＴＰ上で前記ジョイント送信されたＣＳＩ－ＲＳの送信電力を協
調させることを備える、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　第１の送信ポイントに対応するフィードバックの周期報告と、ＴＰ選択ならびに前記第
１の送信ポイントおよび少なくとも第２の送信ポイントについてのＰＭＩ／ＣＱＩフィー
ドバックに対応する非周期報告と、のために前記ＵＥを構成すること
をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記第２の送信ポイントは、前記第２の送信ポイントが前記１つまたは複数の他のＴＰ
によってサービスされるセルのうちのベストセルに対応することを示すフィードバックに
基づいて選択される、請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　前記複数の送信ポイントのうちの少なくとも１つが１つのアンテナを有し、前記仮想ア
ンテナポートマッピングが少なくとも２ポートマッピングを備える、請求項１に記載の方
法。
【請求項９】
　前記複数の送信ポイントのうちの少なくとも１つが少なくとも２つのアンテナを有する
、請求項１に記載の方法。
【請求項１０】
　前記仮想アンテナポートマッピングが４ポートマッピングまたは８ポートマッピングの
うちの少なくとも１つを備える、請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　前記仮想アンテナポートマッピングは、単一の行列と、ＰＭＩ制限の１つまたは複数の
セットと、を備え、前記仮想アンテナポートマッピングは、いくつかの周期報告モードに
おける特定の送信ポイントについてのフィードバックを強制する、請求項１に記載の方法
。
【請求項１２】
　ワイヤレス通信のための送信ポイント（ＴＰ）であって、
　　ユーザ機器（ＵＥ）にチャネル状態情報基準信号（ＣＳＩ－ＲＳ）をジョイント送信
するために１つまたは複数の他のＴＰと協調することと、ここにおいて、前記協調するこ
とが、仮想アンテナポートマッピングを決定することを備え、ここにおいて、前記複数の
送信ポイントの各々が、非同一プリコーディング行列インジケータ（ＰＭＩ）またはチャ
ネル品質インジケータ（ＣＱＩ）フィードバックを可能にするように構成された異なる仮
想アンテナポートマッピングを有する、
　　前記ＵＥに報告制限をシグナリングすることと
　を行うように構成された送信機と、
　前記ジョイント送信されたＣＳＩ－ＲＳに基づきおよび前記報告制限に従う、前記ＵＥ
からのＰＭＩフィードバックを受信するように構成された受信機と、
　前記ＰＭＩフィードバックに基づいて、前記ＵＥをサービスするために前記ＴＰのうち
の１つまたは複数を選択するように構成されたプロセッサと
を備える、ＴＰ。
【請求項１３】
　前記報告制限は、ＰＭＩコードブック制限を備え、前記ＵＥによって報告されたＰＭＩ
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は、送信ポイントを示す、請求項１２に記載のＴＰ。
【請求項１４】
　前記プロセッサは、他の送信ポイントからの報告が必要とされる場合、前記コードブッ
ク制限を修正するようにさらに構成された、請求項１３に記載のＴＰ。
【請求項１５】
　前記報告制限が、いくつかの周期報告モードを構成することによるＰＭＩ報告に対する
さらなる制限を備える、請求項１２に記載のＴＰ。
【請求項１６】
　前記協調することが、ＴＰ上で前記ジョイント送信されたＣＳＩ－ＲＳの送信電力を協
調させることを備える、請求項１２に記載のＴＰ。
【請求項１７】
　前記送信機が、
　第１の送信ポイントに対応するフィードバックの周期報告と、ＴＰ選択ならびに前記第
１の送信ポイントおよび少なくとも第２の送信ポイントについてのＰＭＩ／ＣＱＩフィー
ドバックに対応する非周期報告とのために前記ＵＥを構成するようにさらに構成された、
請求項１２に記載のＴＰ。
【請求項１８】
　前記第２の送信ポイントは、前記第２の送信ポイントが前記１つまたは複数の他のＴＰ
によってサービスされるセルのうちのベストセルに対応することを示すフィードバックに
基づいて選択される、請求項１７に記載のＴＰ。
【請求項１９】
　前記複数の送信ポイントのうちの少なくとも１つが１つのアンテナを有し、前記仮想ア
ンテナポートマッピングが少なくとも２ポートマッピングを備える、請求項１２に記載の
ＴＰ。
【請求項２０】
　前記複数の送信ポイントのうちの少なくとも１つが少なくとも２つのアンテナを有する
、請求項１２に記載のＴＰ。
【請求項２１】
　前記仮想アンテナポートマッピングが４ポートマッピングまたは８ポートマッピングの
うちの少なくとも１つを備える、請求項２０に記載のＴＰ。
【請求項２２】
　前記仮想アンテナポートマッピングは、単一の行列と、ＰＭＩ制限の１つまたは複数の
セットとを備え、前記仮想アンテナポートマッピングは、いくつかの周期報告モードにお
ける特定の送信ポイントについてのフィードバックを強制する、請求項１２に記載のＴＰ
。
【請求項２３】
　ワイヤレス通信のための送信ポイント（ＴＰ）であって、
　ユーザ機器（ＵＥ）にチャネル状態情報基準信号（ＣＳＩ－ＲＳ）をジョイント送信す
るために１つまたは複数の他のＴＰと協調するための手段と、ここにおいて、前記協調す
ることが、仮想アンテナポートマッピングを決定することを備え、ここにおいて、前記複
数の送信ポイントの各々が、非同一プリコーディング行列インジケータ（ＰＭＩ）または
チャネル品質インジケータ（ＣＱＩ）フィードバックを可能にするように構成された異な
る仮想アンテナポートマッピングを有する、
　前記ＵＥに報告制限をシグナリングするための手段と、
　前記ジョイント送信されたＣＳＩ－ＲＳに基づきおよび前記報告制限に従う、前記ＵＥ
からのＰＭＩフィードバックを受信するための手段と、
　前記ＰＭＩフィードバックに基づいて、前記ＵＥをサービスするために前記ＴＰのうち
の１つまたは複数を選択するための手段と
を備える、ＴＰ。
【請求項２４】
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　ユーザ機器（ＵＥ）にチャネル状態情報基準信号（ＣＳＩ－ＲＳ）をジョイント送信す
るために１つまたは複数の他のＴＰと協調することと、ここにおいて、前記協調すること
が、仮想アンテナポートマッピングを決定することを備え、ここにおいて、前記複数の送
信ポイントの各々が、非同一プリコーディング行列インジケータ（ＰＭＩ）またはチャネ
ル品質インジケータ（ＣＱＩ）フィードバックを可能にするように構成された異なる仮想
アンテナポートマッピングを有する、
　前記ＵＥに報告制限をシグナリングすることと、
　前記ジョイント送信されたＣＳＩ－ＲＳに基づきおよび前記報告制限に従う、前記ＵＥ
からのＰＭＩフィードバックを受信することと、
　前記ＰＭＩフィードバックに基づいて、前記ＵＥをサービスするために前記ＴＰのうち
の１つまたは複数を選択することと
を行うための命令を備える、非一時的コンピュータ可読媒体。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１４５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１４５】
　[0103]本開示についての以上の説明は、いかなる当業者も本開示を作成または使用する
ことができるように与えたものである。本開示への様々な変更は当業者には容易に明らか
になり、本明細書で定義した一般原理は、本開示の趣旨または範囲から逸脱することなく
他の変形形態に適用され得る。したがって、本開示は、本明細書で説明した例および設計
に限定されるものではなく、本明細書で開示した原理および新規の特徴に合致する最も広
い範囲を与えられるべきである。
　以下に、本願出願の当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
　　［Ｃ１］
　送信ポイント（ＴＰ）によるワイヤレス通信のための方法であって、
　ユーザ機器（ＵＥ）にチャネル状態情報基準信号（ＣＳＩ－ＲＳ）をジョイント送信す
るために１つまたは複数の他のＴＰと協調することと、
　前記ＵＥに報告制限をシグナリングすることと、
　前記ジョイント送信されたＣＳＩ－ＲＳに基づきおよび前記報告制限に従う、前記ＵＥ
からのプリコーディング行列インジケータ（ＰＭＩ）フィードバックを受信することと、
　前記ＰＭＩフィードバックに基づいて、サービスすべき前記ＴＰのうちの１つまたは複
数を選択することと
を備える、方法。
　　［Ｃ２］
　前記報告制限は、前記ＵＥによって報告されたＰＭＩが送信ポイント選択に変換され得
るようなＰＭＩコードブック制限を備える、Ｃ１に記載の方法。
　　［Ｃ３］
　他の送信ポイントからの報告が必要とされる場合、前記コードブック制限を修正するこ
とをさらに備える、Ｃ２に記載の方法。
　　［Ｃ４］
　前記報告制限が、いくつかの周期報告モードを構成することによるＰＭＩ報告に対する
さらなる制限を備える、Ｃ１に記載の方法。
　　［Ｃ５］
　前記協調することが、ＴＰ上で前記ジョイント送信されたＣＳＩ－ＲＳの送信電力を協
調させることを備える、Ｃ１に記載の方法。
　　［Ｃ６］
　前記協調することが、
　仮想アンテナポートマッピングを決定することを備え、ここにおいて、前記複数の送信
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ポイントの各々が、非同一ＰＭＩ／ＣＱＩフィードバックを可能にするように構成された
異なるアンテナポートマッピングを有する、Ｃ１に記載の方法。
　　［Ｃ７］
　第１の送信ポイントに対応するフィードバックの周期報告と、ＴＰ選択ならびに前記第
１の送信ポイントおよび少なくとも第２の送信ポイントについてのＰＭＩ／ＣＱＩフィー
ドバックに対応する非周期報告と、のために前記ＵＥを構成すること
をさらに備える、Ｃ６に記載の方法。
　　［Ｃ８］
　前記第２の送信ポイントは、前記第２の送信ポイントがベストセルに対応することを示
すフィードバックに基づいて選択される、Ｃ７に記載の方法。
　　［Ｃ９］
　前記複数の送信ポイントのうちの少なくとも１つが１つのアンテナを有し、前記仮想ア
ンテナポートマッピングが少なくとも２ポートマッピングを備える、Ｃ６に記載の方法。
　　［Ｃ１０］
　前記複数の送信ポイントのうちの少なくとも１つが少なくとも２つのアンテナを有する
、Ｃ６に記載の方法。
　　［Ｃ１１］
　前記仮想アンテナポートマッピングが４ポートマッピングまたは８ポートマッピングの
うちの少なくとも１つを備える、Ｃ１０に記載の方法。
　　［Ｃ１２］
　前記仮想アンテナポートマッピングは、単一の行列と、異なる送信ポイントに対応する
フィードバックが、ある周期報告モードにおいて強制され得るようなＰＭＩ制限の１つま
たは複数のセットと、を備える、Ｃ６に記載の方法。
　　［Ｃ１３］
　送信ポイント（ＴＰ）によるワイヤレス通信のための装置であって、
　　ユーザ機器（ＵＥ）にチャネル状態情報基準信号（ＣＳＩ－ＲＳ）をジョイント送信
するために１つまたは複数の他のＴＰと協調することと、
　　前記ＵＥに報告制限をシグナリングすることと
　を行うように構成された送信機と、
　前記ジョイント送信されたＣＳＩ－ＲＳに基づきおよび前記報告制限に従う、前記ＵＥ
からのプリコーディング行列インジケータ（ＰＭＩ）フィードバックを受信するように構
成された受信機と、
　前記ＰＭＩフィードバックに基づいて、サービスすべき前記ＴＰのうちの１つまたは複
数を選択するように構成されたプロセッサと
を備える、装置。
　　［Ｃ１４］
　前記報告制限は、前記ＵＥによって報告されたＰＭＩが送信ポイント選択に変換され得
るようなＰＭＩコードブック制限を備える、Ｃ１３に記載の装置。
　　［Ｃ１５］
　前記プロセッサは、他の送信ポイントからの報告が必要とされる場合、前記コードブッ
ク制限を修正するようにさらに構成された、Ｃ１４に記載の装置。
　　［Ｃ１６］
　前記報告制限が、いくつかの周期報告モードを構成することによるＰＭＩ報告に対する
さらなる制限を備える、Ｃ１３に記載の装置。
　　［Ｃ１７］
　前記協調することが、ＴＰ上で前記ジョイント送信されたＣＳＩ－ＲＳの送信電力を協
調させることを備える、Ｃ１３に記載の装置。
　　［Ｃ１８］
　前記協調することが、
　仮想アンテナポートマッピングを決定することを備え、ここにおいて、前記複数の送信
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ポイントの各々が、非同一ＰＭＩ／ＣＱＩフィードバックを可能にするように構成された
異なるアンテナポートマッピングを有する、Ｃ１３に記載の装置。
　　［Ｃ１９］
　前記送信機が、
　第１の送信ポイントに対応するフィードバックの周期報告と、ＴＰ選択ならびに前記第
１の送信ポイントおよび少なくとも第２の送信ポイントについてのＰＭＩ／ＣＱＩフィー
ドバックに対応する非周期報告とのために前記ＵＥを構成するようにさらに構成された、
Ｃ１８に記載の装置。
　　［Ｃ２０］
　前記第２の送信ポイントは、前記第２の送信ポイントがベストセルに対応することを示
すフィードバックに基づいて選択される、Ｃ１９に記載の装置。
　　［Ｃ２１］
　前記複数の送信ポイントのうちの少なくとも１つが１つのアンテナを有し、前記仮想ア
ンテナポートマッピングが少なくとも２ポートマッピングを備える、Ｃ１８に記載の装置
。
　　［Ｃ２２］
　前記複数の送信ポイントのうちの少なくとも１つが少なくとも２つのアンテナを有する
、Ｃ１８に記載の装置。
　　［Ｃ２３］
　前記仮想アンテナポートマッピングが４ポートマッピングまたは８ポートマッピングの
うちの少なくとも１つを備える、Ｃ２２に記載の装置。
　　［Ｃ２４］
　前記仮想アンテナポートマッピングは、単一の行列と、異なる送信ポイントに対応する
フィードバックが、ある周期報告モードにおいて強制され得るようなＰＭＩ制限の１つま
たは複数のセットとを備える、Ｃ１８に記載の装置。
　　［Ｃ２５］
　送信ポイント（ＴＰ）によるワイヤレス通信のための装置であって、
　ユーザ機器（ＵＥ）にチャネル状態情報基準信号（ＣＳＩ－ＲＳ）をジョイント送信す
るために１つまたは複数の他のＴＰと協調するための手段と、
　前記ＵＥに報告制限をシグナリングするための手段と、
　前記ジョイント送信されたＣＳＩ－ＲＳに基づきおよび前記報告制限に従う、前記ＵＥ
からのプリコーディング行列インジケータ（ＰＭＩ）フィードバックを受信するための手
段と、
　前記ＰＭＩフィードバックに基づいて、サービスすべき前記ＴＰのうちの１つまたは複
数を選択するための手段と
を備える、装置。
　　［Ｃ２６］
　ユーザ機器（ＵＥ）にチャネル状態情報基準信号（ＣＳＩ－ＲＳ）をジョイント送信す
るために１つまたは複数の他のＴＰと協調することと、
　前記ＵＥに報告制限をシグナリングすることと、
　前記ジョイント送信されたＣＳＩ－ＲＳに基づきおよび前記報告制限に従う、前記ＵＥ
からのプリコーディング行列インジケータ（ＰＭＩ）フィードバックを受信することと、
　前記ＰＭＩフィードバックに基づいて、サービスすべき前記ＴＰのうちの１つまたは複
数を選択することと
を行うための命令を備える、非一時的コンピュータ可読媒体。
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